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日本学術会議事務局

回答者へのメッセージ

2018年２月９日

日本学術会議科学者委員会

《回答上の注意》

１．以下において「声明」とは、日本学術会議声明「軍事的安全保障研究に関する声明」（2017年3月24日発表）を指します。

２．「軍事的安全保障研究」とは、「軍事的な手段による国家の安全保障にかかわる研究」を指します。

３．ご担当者個人ではなく、研究機関としてのお立場でご回答ください。

４．回答の冒頭に、機関ごとに発行しているパスワードを入力してください。貴機関のパスワードは、別途各機関に郵送でお送りした協力依頼文書に記載してあります。

５．回答は各質問の指示に従ってご入力ください。なお、この回答フォームでは回答内容の途中保存ができませんのでご注意ください。

６．この回答フォームは、送信いただいた内容をお手元に残す仕組みがありませんので、最後の「内容確認画面」において、ブラウザの印刷機能を使用して画面を印刷

し、お手元に保存しておくようにしてください。

７．回答期限：2018年３月９日（金）午後５時

８．お問い合わせ先：

　　　日本学術会議事務局参事官（審議第二担当）付（担当：大橋、大澤）

　　　電話：03-3403-1082

必要事項を記入後、[内容確認画面へ進む]ボタンをクリックしてください。

文字化けを防ぐため、半角カタカナ、丸数字、特殊文字は使用しないでください。

使用された場合、一部特殊文字は規則に従い、自動的に置き換えて受信を行います。

あらかじめ御了承ください。（詳細は「置き換え規則について 」を御覧ください。）

機関パスワード

※必須

残り文字数

10000

回答機関名

※必須

残り文字数

10000

回答責任者（お名前）

※必須

残り文字数

10000

日本学術会議「軍事的安全保障研究に関する声明」についてのアンケート



回答責任者（お立場）

※必須

残り文字数

10000

お問い合わせ先（後日お問い合わせの必要が生じた場合のためにご記入ください）

お名前

※必須

残り文字数

10000

お立場

※必須

残り文字数

10000

お電話番号

※必須

残り文字数

10000

メールアドレス

※必須

残り文字数

10000

I.　貴研究機関には、現在、「軍事的安全保障研究」（あるいは一般的に、軍事や平和に関わる事項と研究・教育との関係）について、何らかの基本原則（憲章等）、方

針（ガイドライン）、規則、申し合わせ等がありますか。 　（あてはまる番号を１つお選びください）

--選択してください -- 

【 Ｉ.で「１」を選ばれた機関におたずねします】 

付問１　その基本原則（憲章等）、方針（ガイドライン）、規則、申し合わせ等ができたのはいつですか。

　※　それらの基本原則、方針、規則、申し合わせ等が長年の慣行としてできたもので、具体的な時期を特定しにくい場合は、記入しなくても結構です。 

（⻄暦）　　年　⽉ 残り文字数9991

付問２　その基本原則（憲章等）、方針（ガイドライン）、規則、申し合わせ等の内容をお書きください。

　※　関係の文書・規則等がある場合は、下記への記載と合わせて、その名称・URLを回答欄にご記入いただくか、本アンケートの依頼文書に同封の返送用封筒にて

お送りいただけると幸いです。




 残り文字数10000

【I.で「３」を選ばれた機関におたずねします】

付問３　検討中の内容について、お差し支えない範囲でお書きください。



１　執行部レベルで、「声明」について報告または審議を行った

２　評議会・理事会レベルで、「声明」について報告または審議を行った

３　「声明」についての独自の検討組織（ＷＧ等）を設置した

４　部局・部門等に「声明」のことを周知した

５　その他の対応を行った

６　とくに対応は行っていない




 残り文字数10000

II.　貴研究機関における「声明」への対応の状況についてお尋ねします。

II—１.　貴研究機関では、「声明」についてどのような対応を行いましたか。 　（あてはまる番号をすべてお選びください） 

上記で「３」を選ばれた機関は、具体

的にお書きください。




 残り文字数10000

上記で「５」を選ばれた機関は、具体

的にお書きください。




 残り文字数10000



１　本研究機関では軍事的安全保障研究と見なされる可能性のある研究は一切認めない方針であるため、審査制度

を検討する必要はない

２　本研究機関では軍事的安全保障研究と見なされる可能性のある研究が行われる可能性は殆どないため、審査制

度を検討する必要はない

II—２.　「声明」は「大学等の各研究機関は、施設・情報・知的財産等の管理責任を有し、 国内外に開かれた自由な研究・教育環境を維持する責任を負うことから、軍

事的安全保障研究と見なされる可能性のある研究について、その適切性を目的、方法、応用の妥当性の観点から技術的・倫理的に審査する制度を設けるべきであ

る」と提言しています。貴研究機関では、この提言をうけて、何らかの審査制度を設けたり検討したりしていますか。（あてはまる番号を１つお選びください） 

--選択してください -- 

【 II—２．で「１」または「２」を選ばれた機関におたずねします】

付問１　その審査制度が設けられたのはいつですか。

（⻄暦）　　年　　⽉ 残り文字数9990

付問２　その審査制度の内容をお書きください。

　※　関係の文書・規則等がある場合は、下記への記載と合わせて、その名称・URLを回答欄にご記入いただくか、本アンケートの依頼文書に同封の返送用封筒にて

お送りいただけると幸いです。




 残り文字数10000

【 II—２．で「３」を選ばれた機関におたずねします】

付問３　結論を得る時期について、具体的な見通しは立っていますか。（あてはまる番号を１つお選びください）

--選択してください -- 

上記で「１」を選ばれた機関は、具体

的な時期をお書きください。
（⻄暦）　　年　　⽉頃 残り文字数9989

上記で「２」を選ばれた機関は、お差し

支えない範囲で、具体的な時期の見

通しが立っていない理由をお書きくだ

さい。




 残り文字数10000

【 II—２．で「４」を選ばれた機関におたずねします】

付問４　とくに検討していない理由は次のどれですか。（あてはまる番号をすべてお選びください）



３　その他の理由で検討していない

上記で「３」を選ばれた機関は、具体

的な理由をお書きください。




 残り文字数10000

III．　防衛装備庁が2015年度から開始した「安全保障技術研究推進制度」についての、貴研究機関の対応をお尋ねします。 

III—１.　貴研究機関では、これまで、「安全保障技術研究推進制度」への応募を認めたことがありますか。（あてはまる番号を１つお選びください）

　※　貴機関の研究者が研究代表者である場合のほか、他機関の応募に研究分担者として参加する場合も含めてお答えください。 

--選択してください -- 

III—２．　貴研究機関では、「安全保障技術研究推進制度」への応募に関して何らかの方針（ガイドライン）や審査手続等を設けていますか。（あてはまる番号を１つお

選びください）

--選択してください -- 

上記で「４」を選ばれた機関は、具体

的にお書きください。




 残り文字数10000

【III—２.で「１」を選ばれた機関におたずねします】

付問１　その方針（ガイドライン）や審査手続等の内容をお書きください。

　※　関係の文書・規則等がある場合は、下記への記載と合わせて、その名称・URLを回答欄にご記入いただくか、本アンケートの依頼文書に同封の返送用封筒にて

お送りいただけると幸いです。



１　本研究機関では「安全保障技術研究推進制度」に応募する可能性は殆どないため、方針（ガイドライン）や審査手

続等を検討する必要はない




 残り文字数10000

付問２　その方針（ガイドライン）や審査手続等は「声明」が出される前から設けていたも のですか、それとも「声明」をきっかけに新たに設けたものですか。（あてはま

る番号を１つお選びください） 

--選択してください -- 

上記で「４」を選ばれた機関は、具体

的にお書きください。




 残り文字数10000

【III—２. で「２」を選ばれた機関におたずねします】

付問３ 結論を得る時期について、具体的な見通しは立っていますか。（あてはまる番号を１つお選びください）

--選択してください -- 

上記で「１」を選ばれた機関は、具体

的な時期をお書きください。
（⻄暦）　　年　　⽉頃 残り文字数9989

上記で「２」を選ばれた機関は、お差し

支えない範囲で、具体的な時期の見

通しが立っていない理由をお書きくだ

さい。




 残り文字数10000

【III—２. で「３」を選ばれた機関におたずねします】

付問４　とくに検討していない理由は次のどれですか。（あてはまる番号をすべてお選びください）



２　「安全保障技術研究推進制度」は制度として何の問題もないため、方針（ガイドライン）や審査手続等を検討する

必要はない

３　その他の理由で検討していない

上記で「３」を選ばれた機関は、具体

的にお書きください。




 残り文字数10000

IV. 「安全保障技術研究推進制度」以外の、防衛省・防衛装備庁との研究協力（以下、「その他の防衛省等との研究協力」）についての、貴研究機関の対応をお尋ねし

ます。 

IV—１. 貴研究機関では、最近10年間に「その他の防衛省等との研究協力」が実施されたことはありますか。（あてはまる番号を１つお選びください）

　※　ここで「研究協力」とは、防衛省や防衛装備庁との共同研究、受託研究、調査・研究役務の引き受け、シンポジウム、防衛装備品の技術水準の審査等に関わる

委員への就任等、広くお考えください。

　※　研究プロジェクトの場合、貴機関の研究者が研究代表者である場合のほか、他機関が行う研究協力に研究分担者として参加する場合も含めてお答えください。

--選択してください -- 

上記で「４」を選ばれた機関は、具体

的にお書きください。




 残り文字数10000

【IV-１.で「１」を選ばれた機関におたずねします】

付問　実施された「研究協力」の内容について、お差し支えない範囲でお書きください。




 残り文字数10000



IV—２. 貴研究機関では、「その他の防衛省等との研究協力」の実施に関して何らかの方針（ガイドライン）や審査手続を設けていますか。（あてはまる番号を１つお選

びください） 

--選択してください -- 

上記で「４」を選ばれた機関は、具体

的にお書きください。




 残り文字数10000

【IV—２. で「１」を選ばれた機関におたずねします】

付問１　その方針（ガイドライン）や審査手続等の内容をお書きください。

　※　関係の文書・規則等がある場合は、下記への記載と合わせて、その名称・URLを回答欄にご記入いただくか、本アンケートの依頼文書に同封の返送用封筒にて

お送りいただけると幸いです。




 残り文字数10000

付問２　その方針（ガイドライン）や審査手続等は「声明」が出される前から設けていたものですか、それとも「声明」をきっかけに新たに設けたものですか。（あてはまる

番号を１つお選びください） 

--選択してください -- 

上記で「４」を選ばれた機関は、具体

的にお書きください。




 残り文字数10000

【IV—２. で「２」を選ばれた機関におたずねします】

付問３ 結論を得る時期について、具体的な見通しは立っていますか。（あてはまる番号を１つお選びください）



１　本研究機関では「その他の防衛省等との研究協力」が実施される可能性は殆どないため、方針（ガイドライン）や

審査手続等を検討する必要はない

２　「その他の防衛省等との研究協力」は研究活動として何の問題もないため、方針（ガイドライン）や審査手続等を検

討する必要はない

３　その他の理由で検討していない

--選択してください -- 

上記で「１」を選ばれた機関は、具体

的な時期をお書きください。
（⻄暦）　　年　　⽉頃 残り文字数9989

上記で「２」を選ばれた機関は、お差し

支えない範囲で、具体的な時期の見

通しが立っていない理由をお書きくだ

さい。




 残り文字数10000

【IV—２. で「３」を選ばれた機関におたずねします】

付問４　とくに検討していない理由は次のどれですか。（あてはまる番号をすべてお選びください）

上記で「３」を選ばれた機関は、具体

的にお書きください。




 残り文字数10000

Ｖ. 「声明」「軍事的安全保障研究」「軍事と学術との関わり方」等についてご意見やお考えがあれば自由にお書きください。 




 残り文字数10000



以上

この回答フォームには、送信いただいた内容をお手元に残す仕組みがありませんので、

次の「内容確認画面」において、ブラウザの印刷機能を使用して画面を印刷し、お手元に保存しておくようにしてください。

※「入力内容をパソコンに保存する」は、スマートフォン端末、タブレット端末では御利用いただけません。

このページの先頭へ

〒100-8914　東京都千代田区永田町1-6-1

電話番号　03-5253-2111（大代表）

Copyright©2014 Cabinet Office, Government Of Japan. All Rights Reserved.


